
 

第３回大江町ふらばーるバレー大会 開催要項 

 

1. ね ら い   レクリエーションを通し、町民の健康増進とニュースポーツの振興を図るとともに、 

        誰でも参加できるニュースポーツの利点を活かし多世代の交流を図ることを目的とする。 

2. 日 時  令和 8 年 10月 11日（日） 午前 8 時 30分開会  （受付 8：00～8：20） 

3. 会 場  大江町体育センター 

4. 主   催  大江町スポーツ協会 

5. 後   援  大江町 大江町教育委員会  大江町スポーツ推進委員会 

大江町社会体育推進協議会 大江町区長会  

大江町ママさんバレーボール愛好会 

6. 参加資格  1）大江町内に居住または勤務、通学している者 

2）実家が大江町内にある者 

3）スポーツ協会加盟団体の会員 

4）小学生以上（※小中学生主体のチームは一名以上の保護者をたてること） 

5）参加チームのメンバー編成は支部関係なく自由に編成してよい。 

          ・町内会チーム  ・職場チーム  ・子ども会チーム  ・部活動チーム  

          ・友達チーム  ・知り合いチーム    など 

6）１チームのメンバーは 5名～10名とする 

 （コート内の競技者は 5名、試合参加者は７名までとする） 

7. 参 加 料  1 チームにつき 1,000 円 

8. 参加申込  1）申込書記入の上 9月 24日(木)まで参加料を添えて下記に申し込むこと。 

体育センター内事務局（TEL：0237-62-3663 メール：taiiku@town.oe.yamagata.jp） 

2）大会当日の傷害保険は大会事務局で一括加入する。 

9. 組合わせ  10月 5日(月)の代表者会議で決定する。※チーム編成の年齢を加味しないランダムな抽選。 

10. 表 彰  第１位、第２位、第３位を表彰する。 

11. そ の 他     ①YouTube の「大江町教育委員会」チャンネルにて参考動画を配信しています 

          ※チャレンジデー2023の動画になります。 

②裏面にルールを記載しています。 

③10月 5日 (月) 19時より代表者会議を行います。 

④１チームにつき審判 1名・ラインズ マン 2名のご協力をお願いします。 

当日審判をされる方は審判講習会へご参加ください。 

審判講習会は 10月 2日(金)19 時～、10時 5 日(月) 代表者会議後 19 時 30分頃～ 

行います。 

⑤10月 3日(土)13:00～18:00、10月 4日(日)13:00～21:30、 

10月 5日(月)17:00～21:30、10月 10日(土)9:00～16:00 

上記日程で体育センターにて自由に練習が可能です。 

 ※混雑時は 1チーム 2時間で他チームに交代していただきます。 

⑥“ふらばーるボール”の貸出しをおこなっています。(ただし数に限りがあります) 

⑦大会中の写真等は、広報等に掲載する場合がございますのでご了承ください。 

 



12.ルール  【概要】「ふらばーる」というおにぎり型の変形ボールを使った、ワンバウンドから

レシーブが始まるユニークなバレーボール。 

1）1 マッチ制 10 点、2 セット先取で予選リーグ、順位決定戦で順位を決める。（参加チーム数により変更

する場合があります） 

2）コートの広さはバドミントンのダブルスコートとする。（外側のライン） 

3）ゲーム開始前にジャンケンでサーブ権・コート権を決定する。 

4)得点はラリーポイント制とし、得点したチームにサーブ権が移る。 

5）デュースは無し。※「デュース」とは、両チームがマッチポイントの場合は先に 2点差をつけた方が勝 

ちというルールのことだが、今回は適用しない。 

6）各自ローテーションの配置についてゲームスタート。 ※図 1参照 

 

 

 

 

 

7）審判のホイッスルがなるまでは、ローテーションの位置にいなければならない。 

8）ローテーションは、自チームへサーブ権が移った時に行う。控えがいる場合は図１のように交代する。   

9）サーブは、サービスラインからアンダーハンドで打つ。 

10）サーブでネットにかかりインした場合は、もう一度サーブをやり直しする。 

    （サーブで相手コートに入らない、またはネットにかかり自コートに戻ってきた場合は相手の得点とする。） 

11 ）レシーブは、サーブされたボールが床にワンバウンドしてから 3 回以内に返球する。             

同じ人が連続で打ってはいけない。相手コートから返ってきたボールもワンバウンドしてからレシーブ

を行う。 

3回目の返球の時にネットに触れて返ってきた場合のみ、あと 1回だけプレーが許され返球できる。 こ

の時だけは同じ人が打っても良い。 

12）サーブ及び返球はアンテナの内側を通すこと。ボールがアンテナに触れた場合はアウトとする。   

アンテナの上空を越えて返球された場合は、審判の判断に従うこと。 

13）ダイレクトタッチ、タッチネット、オーバーネット、ドリブル、ホールディング、ブロック、キックボールは反

則とし、相手の得点となる。 

14）ジャンプアタックは禁止とする。（ジャンプして相手コートに返球された場合はジャンプアタックとみなす） 

15）サーブなど相手コートに向けて打ったボールが最初のバウンドで自分のコートに帰ってきた場合、ボ

ールを打った側の得点となる。 

16）選手交代はセット前後のみで試合開始後はできない。 

【用語解説】 

・ダイレクトタッチ → 相手からの返球をバウンドさせずに体に触れる。またはレシーブを行うこと。 

・タッチネット    → プレー中ネットに触れること。 

・オーバーネット   → ボールと手（身体）の接触点が、ネット上端の膨らみを越え相手コート空間上にあること。 

・ドリブル       → 1人の選手が連続して 2回ボールを触ること。 

・ホールディング   → ボールをキャッチまたは止めてしまうこと。 

・ブロック      → 相手の攻撃（アタック）を止めること。 

・キックボール   → ボールを脚で蹴ること。 

・ジャンプアタック → 攻撃を行う際にジャンプをすること。 


